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第４号様式（第１０条関係） 

会   議   録 （要 旨） 

会 議 名  令和５年度第５回武蔵村山市介護保険運営協議会 

開 催 日 時  令和５年１１月１７日（月） １８時３０分～２０時００分 

開 催 場 所  武蔵村山市民総合センター 中会議室 

出 席 者 及 び 

欠 席 者 

 
出席者：矢野委員、後藤委員、奥下委員、中島委員、佐藤委員、 

内野委員、藤盛委員、宮本委員 

高齢・障害担当部長、高齢福祉課長、介護認定給付係長、 

地域包括ケア係長、高齢者支援係長、管理係長、管理係主任 

欠席者：柳沢委員、横山委員、井上委員 

傍聴者：なし 
 

議 題 

 
報告事項１ 令和５年度第４回武蔵村山市介護保険運営協議会の会議 

録について 

報告事項２ パブリックコメント（意見公募）及び市民説明会の日程 

について 
 
協議事項１ 武蔵村山市第六次高齢者福祉計画・第九期介護保険事業 

計画（案）について 

協議事項２ 「見える化システム」による介護給付費及び保険料の試 

算について 

協議事項３ その他 
 

結 論 
（決定した方針、残さ

れた問題点、保留事項

等を記載する。） 

 

・計画案については、第４回運営協議会において各委員より指摘のあっ

た箇所（「第５章 施策の展開」等）について事務局にて修正し、説

明の上、合意を得た。 

・次回開催は、令和６年１月１２日（金）とする。 

 

審 議 経 過 
（主な意見等を原則と

して発言順に記載し、

同一内容は一つにまと

める。） 

 

開会 

 

【報告事項１ 令和５年度第４回武蔵村山市介護保険運営協議会の会議録

について】 

会 長： 報告事項１「令和５年度第４回武蔵村山市介護保険運営協議会

の会議録について」事務局から説明をお願いする。 

事務局：（報告事項１について説明） 

 

【報告事項２ パブリックコメント（意見公募）及び市民説明会の日程に

ついて】 

会 長： 報告事項２「パブリックコメント（意見公募）及び市民説明会

の日程について」事務局から説明をお願いする。 

事務局： （報告事項２について説明） 

パブリックコメント及び市民説明会の結果については、次回委

員会にて報告を行う予定である。 
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【協議事項１ 武蔵村山市第六次高齢者福祉計画・第九期介護保険事業計

画（案）について】 

会 長： 協議事項１「武蔵村山市第六次高齢者福祉計画・第九期介護保

険事業計画（案）について」事務局から説明をお願いする。 

事務局： （協議事項１について説明） 

 

委 員： それぞれの地域包括支援センターの位置図は掲載しないのか。 

事務局： 計画書に民間の施設名等を掲載しないことから、各地域包括支

援センターの位置図は掲載しない。 

ただし、各地域包括支援センターの住所、電話番号、担当エリ

ア等は掲載する予定である。 

委 員： 計画書に位置図を掲載しないという考えは分かるが、できれば

そのまま掲載してもらえるとありがたい。 

また、リーフレット等の公表物には、公共施設や交差点名等を

掲載してほしい。 

委 員： リーフレット等には、文字や道路等を掲載して分かりやすくな

るように工夫をしてほしい。 

事務局： リーフレット等には詳しく載せる予定である。 

委 員： 今後、リーフレット等に位置図の読込み等ができるＱＲコード

を掲載することなども検討してほしい。 

委 員： 各介護サービスの内容については、巻末の用語解説を見ると分

かるが、違いが分かりにくいと思われる。 

各ページの下などに記載するのはどうか。 

事務局： 各ページ内に記載することは可能だが、難しい用語が多く、ペ

ージの半分くらいを使用してしまう場合がある。 

本計画としては、巻末に用語解説を掲載することで対応した

い。 

 

【協議事項２ 「見える化システム」による介護給付費及び保険料の試算

について】 

会 長： 協議事項２「「見える化システム」による介護給付費及び保険

料の試算について」事務局から説明をお願いする。 

事務局：（協議事項２について説明） 

 

委 員： 準備基金の取崩しを行った場合、基金の残高が４千万円では心

もとない。 

事務局： 市としても、基金の取崩しを行うか、どれくらい取り崩せばよ

いか悩んでいる。 

介護財政が破綻することは避けなければならない。そのため、

保険料基準額の弾力化の段階区分をもっと多段化にするなど、検

討を行っている。 

また、医療費負担割合の変更による影響や、物価高騰分も含め

て検討していかなければいけないと考えている。 

委 員： 医療費の負担割合が１割負担となっている方の割合は、他市と

比べて多いのか。 

事務局： 本市は、他市よりも１割負担の方の割合が多くなっている。 

委 員： 本市に３割負担の方はいるのか。 

事務局： 本市にも３割負担の方はいる。 

委 員： ２割負担の方が増えることで、介護サービスの利用控えが出て
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くるのであれば、サービス量を見込むのは難しいだろう。 

事務局： 全ての人が利用控えをするわけではないが、推計するのが難し

いのは確かである。 

委 員： 医療費の負担割合は、介護サービスとリンクしているところが

あるので、併せて考えるべきだ。 

事務局： 国の方針が１２月には公表される予定であるため、次回の委員

会では具体的な保険料基準額をお示ししたいと考えている。 

委 員： 市民の多くが、準備基金の存在を知らない。 

基金がなくなり、１０期、１１期となった時に保険料が跳ね上

がるのが心配である。 

それであれば、来期は基金を取り崩さないほうが良いのではな

いか。 

委 員： 今期にコロナの影響等で基金を３億円取り崩さざるを得なかっ

たことを考えると、今後のことを考え、準備基金の適正な残高を

見込んでおいた方がよい。 

会 長： 皆さんの意見は、市民感覚としてとても重要な意見である。 

事務局： 今後、委員の意見を反映して保険料を決定していくが、現時点

では未確定であるため、サービス見込量はパブリックコメントで

は示さない予定である。 

 

【その他】 

会 長： 「その他」について、事務局から何かありますか。 

事務局：（次回の開催予定について説明） 

 

終  了 

 

 

会議の公開・ 

非 公 開 の 別 

■公  開                傍聴者：  ０  人 

□一部公開 

□非 公 開 

 ※一部公開又は非公開とした理由 
 

 

会議録の開示・ 

非 開 示 の 別 

■開  示 

□一部開示（根拠法令等：                   ） 

□非 開 示（根拠法令等：                   ） 
 

庶 務 担 当 課 健康福祉部高齢福祉課（内線：６３２） 

（日本産業規格Ａ列４番） 

 


